
 

ロッカーの利用団体募集中！ 
センターではロッカーを無料で貸し出しています。活動に必要な資料、事務用品などの保管や

団体宛ての郵便物を、センター経由で受け取りができる私書箱としても利用することができます。 
 

 

◆募集締切◆平成 30年 3月 10日 
※年度毎に更新しますので、継続で希望の団体も応募を要します。 

◆利用期間◆ 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

◆利用料金◆ 無料 

◆施設概要◆ 

 （内寸）幅 444mm×奥行×463mm×高さ 426.5mm 

  設置数：8個 

◆募集数◆ ８団体 ※応募多数の場合は、抽選 

 

詳しくは「なは市民活動支援センター」ホームページ 

又は、センター窓口にてご確認ください。 

◆問い合わせ先◆ なは市民活動支援センター  TEL:098-861-5024 

 

次年度の更新をお願いいたします！ 
 

センターの機能を継続して利用するには、平成 30 年度の更新手続きが必要となります。なは市民活動支援

センター利用登録申請書を、センターのホームページからダウンロード、もしくはセンター窓口にて入手、

記入の上（代表者又は団体の印を押印）、センター窓口に提出をお願いいたします。更新の手続きは 3 月 31

日までにお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めかるナハセン通信 

 

【発行】 第 21号（平成 30年 2月） 

なは市民活動支援センター 

〒900-0004那覇市銘苅 2-3-1 

なは市民協働プラザ 2階 

日時:3 月 28 日(水) 19：00（18:45 受付開始） 

場所：なは市民活動支援センター研修室② 

定員：15名  参加費：無料  ※要申込 

対象：市民活動団体、NPO、自治会、その他興味のある方 

 

 

センター講座のお知らせ 

ＮＥＷＳ！ 

利用登録更新のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆エコットさんからのお届け物☆ ☆FUN日カフェの様子☆ 

毎月素敵な作品を届けてく

ださる、健康から環境を考え

る会「エコット」の宮島さんか

ら、3 月 3 日のひな祭りにあ

わせて、「ひな人形」が届きま

した。 

窓口に展示してありますの

で、ぜひご覧ください。 

1月 26日に FUN日カフェを

開催いたしました！カフェがあ

ることを知り、楽しみにしてくだ

さっている方もおり、少しずつ

交流の輪が広がっています。 

次回は 3月 23日金曜日（予

定）今年度最後の開催となりま

す。多くの方のご参加を、お待

ちしています！ 

センターでは、市民活動を行っている団体向けに社会貢献活動を行うための拠点として、様々なサービスを

提供しています。市民活動とは社会的な課題の解決に向けて市民が自発的、自主的に行う不特定かつ多数のも

のの利益の増進に寄与することを目的とする活動のことで、センターはそのお手伝いができる施設です。 
 

●会議室の利用…打ち合わせ、講座などに最適！（実技、騒音及び振動を伴う場合はご利用になれません） 

●印刷機の利用…総会資料、会報を低価格で印刷！（用紙は持ち込みとなっております） 

●私書箱・ロッカーの貸し出し…資料、備品の管理や団体宛の郵便物の宛先として! 

・・・・・その他にも、機材の貸し出しや情報提供コーナー、交流スペースなどがあります。 

 
 
 
 
 

詳しくは、なは市民活動支援センターまで！ TEL:098-861-5029  MAIL:C-KATU005@city.naha.lg.jp 

 
 
 
 

 
 

 
去る1月14日、15日に公開講座「2枚目の名刺が社会を創り 世界を創る」

を開催し、多くの方に参加して頂きました。企業の経営戦略や組織研究の第一

人者であり、国内外で活躍されている米倉誠一郎氏をお招きし、14日は「地域

振興・経済発展に寄与する人材育成」、15日には「ソーシャルビジネス、企業

CSR 活動」と題し、2日間にわたり、組織で働きながら地域 

活動を楽しむ意義と、その活動が社会貢献、地域振興・経済 

発展』につながっていく仕組みを学びました。 

参加者からは「今日の話を根底に、考え方を展開させていき 

たい」「楽しく仕事をしていくヒントを、たくさんいただきま 

した」「創造すること、見方を考えることを考えさせられまし 

た」など多くの反響があり、大変貴重な機会となりました。 

◆利用登録方法◆ 

なは市民活動支援センター利用登録申請書に記入・代表印を押印の上、添付書類 

（団体の規則や名簿、活動内容のわかるもの）を提出。審査後、当センターの目的 

にかなう団体・活動であれば利用登録証を発行します。 

 

なは市民活動支援センター 検索 

TEL:098-861-5029


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『第 30回 NHK厚生文化事業団わかば基金』 

締切 平成 30年 3月 30日 （金） 【必着】 

■支援金部門■ 

  ●対象団体：国内のある一定の地域に福祉活動の拠点を設け、この支援金でより活動を広げたいというグループ。 

  ●対象活動：（例） 障害者の社会参加や就労の場づくりの促進、またその活動の支援にあたっている。 

  ●助成金額： 1グループにつき、最高 100万円（10グループほどを予定） 

■リサイクルパソコン部門■ 

  ●対象団体：利用して地域で活発な福祉活動に取り組んでおり、台数を増やすことで、より高齢者や障害者に役立ち 

活動の充実を図れるグループ。 

  ●対象活動：（例）地域の高齢者や障害者、生活困窮者などへパソコン指導のサービスを提供している。 

●助成台数： ノートパソコン 総数 50台程度（贈呈台数：1グループにつき、3台まで） 

■災害復興支援部門■ 

  ●対象団体：①東日本大震災以降に激甚災害指定をうけた災害の被災地域に活動拠点があり 

その地域の復旧・復興を進めているグループ。 

②被災地に必要な新たな福祉事業を展開したい、と考えているグループ。 

  ●対象活動：（例）新たな事業を展開するために、必要な物品をそろえたい。 

  ●助成金額：1グループにつき、最高 100万円（5グループほどを予定） 

■問い合わせ先■ 

社会福祉法人NHK厚生文化事業団「わかば基金」係 

TEL：03-3476-5955（平日 10時～18時） 

MAIL：info@npwo.or.jp 

助成金情報 

『沖縄国際婦人クラブ慈善寄付』 

締切 平成 30年 3月 10日 （土） 【当日消印有効】 

  沖縄国際婦人クラブ（ＯＩＷＣ）は、1953 年に設立された、国際親善と社会福祉を目的とした、沖縄県に在住する婦人の団体で

す。毎年、チャリティーバザー等を行い、県内の福祉団体に慈善寄付を行っています。 

■募集内容■ 

  福祉活動に必要な物品 

（原則として現金ではなく、希望する物品の現物の支給） 

  前年度は 15団体に総額約 197万円を寄贈 

 

■問い合わせ先■ 

OIWC 福祉担当 柳本・田辺 

TEL：080-3379-8182（柳本） 

FAX:098-882-3981 MAIL:satochan3335@gmail.com（田辺） 
 
( 

 経営企画課内 

１９５０倶楽部委員会助成事業 事務局（担当：新崎・儀部・岩

下） 

TEL ： 098-869-3099 （ 平 日 9:00 ～ 17:00 ）  FAX ：
098-869-5713 

E‐MAIL：npo-shien@shimatate.or.jp 

mailto:info@npwo.or.jp


 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

会議室の料金 

会議室①(84人)1300 円/1時間 ★舞台アリ 

会議室②(36 人)650円/1時間 

会議室③(45 人)650円/1時間 

会議室④～⑦(12～18人)200 円/1時間 

会議室⑧(24 人) 250 円/1時間 

研修室①(16 人) 200 円/1時間 ★和室 

研修室②(17 人) 200 円/1時間 

 サイズ 金額 

モノクロ A3 以内  1 枚 1 円 

カラー A3 以内   1 枚 4 円 

お問合わせ なは市民活動支援センター 

〒900-0004 那覇市銘苅2-3-1 なは市民協働プラザ２階 

TEL：098-861-5024 / FAX：098-861-5029 

メール：C-KATU005@city.naha.lg.jp 

■印刷料金■ ※印刷用紙はご持参ください。 なは市民活動支援センター 検索 

※平成 29年 4月料金改定 

市民活動のヒントに！ 今月の本☺ 

センターからの今月の一冊はこちら♪ 

『これが驚異のマインド・マップ 放射思考だ』  著者：トニー・ブザン   騎虎書房 刊 

 
●脳のメカニズムに最も適した思考や連想の技術、ノートの取り方など、現状の 

分析や問題解決のためにも大いに活用できる放射思考の実践的な記述の仕方を多 

くの事例を示して説明している本です。 

具体的には、①セントラルイメージ（テーマ）を真ん中に、最も印象的な形で 

書く。②その真ん中から何本もの太い枝が放射状に伸びている。この枝のそれぞ 

れにテーマと関連した重要な情報を絵又は言葉で書く。③この太い枝からさらに 

何本もの細い枝が伸びる。この枝にもそれぞれ、関連した情報を書き込む。④それぞれの枝は何回でも

分岐することができ、新たな枝を伸ばし、情報を書き込むことができる。この４つがマインド・マップ

の特徴です。 

こうやって、あらゆる要素を書き込み、学習したことをまとめたり、現状を分析したりすることで、

脳の能力を最大限に活かした思考ができるようになるという実践的な本です。 

私も、やるべきことを整理したり、どこに課題があるかを見つけたり、全体像を把握しながら細部を

詰めていく作業に役立てています。 

すでに実践されている方も多いと思いますが、マインド・マップ関連の本はこの本以外にも多く出版

されているので、自分にあった本を選んで試してみてはいかがでしょうか。まずは、実践から、そうい

う本です。                         By 宮内 

 


